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岡
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叫
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ぶ
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h
v句
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E
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迎
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ル
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レ
仁
ッ
踊
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ず
稲
一
一
μ
何
車

1HAV一件且什
C
M
K世

認
め
て
、
国
勢
調
査
と
は
濁
立
に
、

一
八
八
二
年
、

一
八
九
五

年

一
九

O
七
年
並
に
一
九
二
五
年
の
四
回
に
亘
っ
て
、
職
業

大
調
査
を
寅
施
し
て
ゐ
る
。
共
の
他
の
諸
文
明
闘
で
は
、
か
L

る
渦
立
の
職
業
調
査
を
貨
施
し
た
例
に
乏
し
い
が
、
し
か
し
、

国
勢
調
査
に
営
っ
て
、
必
ら
や
「
職
業
」
な
る
調
査
事
項
を
加

へ
、
し
か
も
之
に
相
官
の
重
心
を
置
い
て
ゐ
る
。
蓋
し
経
済
的

人
口
は
、
祉
曾
現
象
と
し
て
、
生
物
事
的
人
口
と
同
等
或
は
そ

れ
以
上
の
重
要
性
を
有
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
我
固
に
於
て

も
、
大
正
九
年
及
び
昭
和
五
年
の
用
回
の
図
勢
調
査
は
.
何
れ

も
「
職
業
」
を
共
の
他
の
調
査
事
項
と
共
に
調
査
し
た
事
は
言
ふ

職

業

と

笹

利

迄
も
な
い
所
で
あ
る
。

職
業
と
言
ふ
文
字
は
、
日
常
語
と
し
て
、
無
難
作
に
使
用
さ

と
の
職
業
の
権
念
を
正
確
に
理
解
す
る

事
は
決
し
て
容
易
で
は
た

ω。
し
か
し
職
業
調
査
に
蛍
っ
て
、

れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、

先
づ
第
一
に
峨
業
の
概
念
を
明
確
に
規
定
し
て
か
L
ら
た
け
れ

ぽ
、
申
告
者
は
、
各
自
、
自
己
の
信
や
る
所
に
従
っ
て
峨
業
の

概
急
b
L
決
定
し
、
共
の
申
告
の

E
確
性
と
費
一
性
と
を
期
待
す

:~r;: 

1，司
!綾

I~[) 

:ぬ

l屯ー

:[た
l主l

lち

」書

n巴
ノ人

心
得
中
比
「
主
左
職
業
と
は
主
止
し
て
一
身
を
委
ね
る
も
の
を

い
ひ
、
共
の
匝
別
を
潟
し
難
き
E
E

き
は
牧
入
の
最
も
多
い
も
の

を
い
ふ
o
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
猪
逸
に
於
て
も
、

一
九
ご
五
年

の
峨
業
調
査
に
於
て
は
、
申
告
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
矯
め
に

特
に
世
帯
票
中
に
、
「
本
業
と
は
主
と
し
て
現
在
の
生
活
地
位
が

依
擁
し
て
居
り
、
ま
た
一
般
に
線
利
得
或
は
共
の
大
部
分
が
由

来
す
る
慮
の
峨
業
で
あ
る
υ
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
と
れ
等
の
規

定
に
従
へ
ば
、
職
業
と
は
替
利
を
目
的
と
す
る
経
済
行
震
で
あ

る
事
が
推
知
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
職
業
と
替
業
行
潟
と
は
殆

ん
ど
全
〈
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
言
は
・
な
け
れ
ば
な
ら

第
三
十
五
巻

五
士
七

第
四
披
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職

業

と

瞥

利

た
い
。
し
か
し
、
職
業
概
念
に
関
す
る
こ
の
規
定
は
、
後
段
に

於
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ョ
=
h
も
指
摘
し
て
ゐ
る
が
如
く
、

決
し
て
満
足
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
職
業
の
本
質
は
、
N
L
E

の
一
員
へ
る
が
如
く
、
時
と
所
と
に
よ
っ
て
解
轄
を
大
い
に
異
に

し
て
ゐ
る
か
ら
、
先
づ
職
業
概
念
の
歴
史
的
沿
革
を
概
翻
し
、

夏
に
職
業
の
成
立
要
件
と
し
て
管
利
的
要
素
を
重
大
蔵
し
て
ゐ

る
現
代
の
職
業
調
査
に
於
て
、
説
ハ
の
閣
に
如
何
に
困
難
な
る
閣

附
叫
が
掛
川
仏
り
て
ゐ
る
か
を
者
察
し
よ
v

っ
と
忠
ふ
司

ーー

中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
的
祉
曾
倫
理
観
に
従
へ
ば
、
職
業
は
榊

に
封
ず
る
人
間
の
義
務
よ
り
後
生
せ
る
官
職
と
同
一
義
で
あ
っ

て
.
其
の
職
務
を
遂
行
す
る
事
は
、
人
聞
に
課
せ
ら
れ
た
る
紳

へ
の
奉
仕
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
峨
業
を
以
っ
て
、
世

界
調
和
を
維
持
せ
ん
と
す
る
紳
の
揮
理
に
腸
ず
る
枇
曾
的
目
的

関
係
か
ら
設
明
を
試
み
る
キ
リ
λ

ト
教
徒
に
取
っ
て
は
、
職
業

か
ら
引
き
出
さ
れ
る
利
得
は
行
震
の
目
的
で
は
な
〈
し
て
、
h

苧

ろ
其
の
附
随
現
象
に
遁
管
な
い
。
生
活
と
生
活
目
的
と
の
調
和

に
基
く
内
心
的
満
足
が
あ
る
矯
め
に
、
職
業
の
遂
行
か
ら
受
け

第
三
十
五
巻

第
四
披

五
七
八

一
二
四

る
所
の
利
得
は
、
決
し
て
持
賃
叉
は
債
格
で
は
な
〈
し
て
、
軍

た
る
報
酬
に
過
ぎ
泣
い
と
見
る
の
で
あ
る
。
即
ち
職
業
は
替
利

を
追
求
す
る
銭
め
の
手
段
、
或
は
峨
業
に
符
事
す
る
事
は
取
り

も
直
さ
や
替
利
行
震
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
純
経
済
的
見
解

を
排
除
し
て
、
職
業
を
全
〈
替
利
と
切
り
離
し
て
、
職
業
そ
の
も

の
に
、

キ
リ
ス
ト
教
的
叉
は
枇
曾
倫
理
的
目
的
を
附
興
し
た
の

で
あ
っ
た
。
仮
令
職
業
の
現
質
的
事
震
が
、
脱
百
利
之
不
可
分
の

酔
剛
係
に
立
F
J

て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
峨
業
の
性
質
を
観
念

的
、
宗
教
的
叉
は
枇
曾
倫
理
的
に
、
説
明
す
る
事
は
可
能
で
あ

台
、
ま
た
中
世
に
於
・
て
、
職
業
の
性
質
に
闘
し
で
か
L

る
解
緯

が
一
般
に
承
認
さ
れ
て
ゐ
た
の
は
、
営
時
、

キ
り
ス
ト
較
的
精

紳
が
一
般
に
隆
盛
で
あ
っ
た
が
矯
め
と
、
他
方
で
は
、
営
時
の

生
産
遁
程
が
未
だ
幼
稚
で
あ
っ
て
、
親
方
と
徒
弟
と
の
開
係
に

は
、
倫
ほ
多
く
の
枇
舎
倫
理
的
要
素
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
事
に
原

因
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
悌
蘭
西
革
命
に
よ
っ
て
、
近
代
的
資
本
主
義
制
が
確

立
せ
ら
れ
、
職
業
の
慨
念
は
、
個
人
主
義
の
成
立
と
共
に
、
岬
型

化
を
来
た
し
た
の
で
あ
る
町
近
代
的
資
本
主
義
の
下
に
於
て
は

Furst， G.， Zur Methode der deutscben Berufss1i1tistik， Allg. Stat. Archiy， 
Bd. 19・1.Heft. S. 4・
Zahn， F.， Beruf und Berufs8tatistik， Handw. d. Staatswi"s. 4. Autl. Bd. 11. 
S. 524・

Weber， A.， Allgemeine Volkswirtschaftslehre， :1. AufL S 
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実
質
的
に
は
と
も
角
も
、
形
式
上
、
職
業
自
由
、
契
約
自
由
の

原
則
が
承
認
せ
ら
れ
、
之
と
同
時
に
、
職
業
は
次
第
に
個
人
的

存
在
と
分
離
し
、
職
業
は
生
活
源
を
獲
得
す
る
震
め
の
一
手
段

と
し
て
見
ら
れ
る
や
う
に
友
っ
て
来
た
。
企
業
家
は
企
業
の
経

替
に
よ
っ
て
、
只
管
、
利
潤
を
遁
求
ず
る
事
を
目
的
と
友
し
、

同
様
に
、
企
業
家
の
下
に
働
〈
使
用
人
も
、
其
の
職
業
に
よ
っ

て
、
専
ら
生
活
源
を
獲
得
ぜ
ん
と
す
る
饗
利
目
的
に
支
配
さ
れ

る
や
う
に
な
っ
た
。
峨
業
は
、
以
前
に
於
げ
る
が
如
〈
、
そ
れ

自
身
に
生
活
目
的
が
あ
る
の
で
は
友
く
し
て
、
生
活
の
矯
め
の

一
手
段
と
友
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
職
業
に
従
事
す
る

事
は
、
邸
ち
管
利
行
震
を
替
む
事
で
あ
っ
て
、
職
業
と
替
利
と

は
匿
別
し
難
き
も
の
と
な
っ
た
。

勿
論
、
中
世
に
於
け
る
職
業
も
、
祉
曾
目
的
関
係
か
ら
観
察

す
れ
ば
と
そ
、
そ
こ
に
生
活
目
的
を
護
見
す
る
事
が
出
来
た
の

で
あ
る
が
、
と
れ
を
経
済
的
立
場
か
ら
観
察
し
、
交
換
に
よ
っ

て
、
利
潤
を
獲
得
し
つ
L

あ
る
経
済
行
震
を
峨
業
と
見
る
場
合

に
は
、
之
も
亦
替
利
的
経
済
活
動
で
あ
っ
た
に
遠
ひ
な
い
。
只

だ
キ
リ
ス
ト
教
的
職
業
翻
に
在
つ
て
は
、
同
一
の
経
済
的
活
動

職
業
と
比
百
利

に
針
し
て
、
共
の
営
利
的
性
質
を
看
過
し
て
、
専
ら
枇
曾
目
的

関
係
か
ら
観
察
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
出
口
門
F
2は
人
間

の
経
済
的
活
動
が
、
交
換
交
遁
に
よ
る
市
揚
生
産
を
目
的
と
し

て
注
さ
れ
る
揚
合
、
そ
と
に
所
謂
職
業
の
愛
生
す
る
事
を
遁
べ

て
ゐ
る
が
、
徐
剰
生
産
物
を
交
換
す
る
と
言
ふ
事
は
、

方
で

は
枇
曾
共
同
生
活
の
便
宜
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他

方
で
は
之
に
よ
っ
て
生
活
源
を
獲
得
す
る
替
利
行
総
に
外
た
ら

な
い
の
で
あ
る
。
財
貨
が
共
の
生
産
せ
ら
れ
た
る
経
済
内
で
消

費
せ
ら
れ
た
る
所
謂
閉
鎖
的
家
内
経
済
の
段
階
が
終
末
を
告
げ

て
、
顧
客
の
鋳
め
に
財
貨
が
生
産
せ
ら
れ
た
る
所
謂
都
市
経
済

の
段
階
に
準
む
と
同
時
に
、
人
間
の
生
産
的
経
済
活
動
は
職
業

の
性
質
を
帯
び
来
た
り
、
夏
に
今
日
の
所
謂
園
民
経
済
の
段
階

に
至
っ
て
、
職
業
の
性
質
は
い
よ
/
¥
笈
揮
せ
ら
れ
、
持
働
の

分
化
と
共
に
、
職
業
の
種
類
も
次
第
に
増
加
し
来
た
っ
た
の
で

あ
る
。
今
日
で
も
、
借
侶
、
官
史
、
警
師
、
賠
護
士
、
軍
人
等

凡
そ
「
自
由
業
」
に
従
事
す
る
者
は
、
自
己
の
職
業
に
替
利
的
要

素
の
訣
け
て
ゐ
る
事
を
主
張
す
る
か
も
知
れ
た
い
。
そ
し
て
租

税
法
も
‘
彼
等
の
職
業
を
替
利
的
で
友
い
と
見
て
ゐ
る
か
ら
、

第
三
十
五
巻
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四
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職

業

と

替

郡

彼
等
に
封
じ
て
、
営
業
税
を
徴
牧
し
て
ゐ
た
い
事
寅
を
指
摘
す

る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
農
エ
商
業
等
に
従
事
す
る
者
も
‘

之
を
企
業
と
し
て
経
管
し
友
い
限
り
、
彼
等
も
亦
自
由
業
者
と

同
じ
〈
替
業
税
を
徴
牧
さ
れ
る
事
は
友
い
。
印
ち
商
業
に
於
け

る
舎
枇
員
叉
は
工
業
に
於
け
る
持
働
者
は
決
し
て
管
業
税
を
徴

牧
さ
れ
る
事
は
た
い
。
普
通
、
主
H
A
N

が
職
業
と
一
一
品
ふ
の
は
、
個

人
L
」
結
合
し
て
見
た
る
も
の
で
あ

U
、
職
業
を
絞
轡
方
面
よ
り

見
た
る
も
の
を
産
業
と
言
っ
て
ゐ
る
。
或
は
主
観
的
職
業
と
揺

し
、
後
者
を
客
観
的
職
業
と
稀
し
て
ゐ
る
。
管
業
税
は
専
ら
後

者
の
経
替
主
に
封
し
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
蟹
師
、
需

護
士
等
が
客
観
的
職
業
と
し
て
経
営
さ
れ
る
揚
合
に
も
、
替
業

そ
れ
が
企
業
と
し
て
の
性
質
を

税
を
完
除
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、

飲
い
て
ゐ
る
が
銭
め
で
は
な
く
し
て
、
園
家
の
一
政
策
上
、
輿
へ
ら

れ
た
る
特
纏
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
只
だ
自
由
業
と
其
の
他

の
職
業
左
の
聞
に
存
す
る
差
異
は
、
前
者
の
持
働
は
主
と
し
て

財
貨
の
生
産
に
直
接
、
関
係
な
き
も
の
で
あ
る
に
反
し
て
、
後

者
の
労
働
は
主
と
し
て
財
貨
の
生
産
に
直
接
、
開
係
あ
る
黙
に

あ
る
。
其
の
第
働
の
種
類
が
、
財
貨
の
生
産
に
関
係
あ
る
と
否

第
三
十
五
巻

五
八
。
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披

一一一大

と
に
拘
ら
歩
、
一
枇
舎
の
共
同
生
活
上
、
必
要
友
も
の
で
あ
る
限

り
、
共
の
材
質
働
に
従
事
す
る
者
は
、
そ
の
葬
働
か
ら
均
し
〈
生

活
源
を
引
き
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
僧
侶
が
、
個
人

的
に
、
自
己
の
職
業
を
以
っ
て
、
生
活
源
を
獲
得
す
る
替
利
子

段
と
見
守
し
て
、
之
を
耐
仰
に
封
す
る
義
務
を
岡
市
し
つ
L
あ
る
も

の
で
あ
る
と
一
一
一
一
ロ
ム
内
心
的
満
足
を
布
つ
事
は
自
由
で
あ
れ
ν
、
ま

た
一
兆
の
職
業
の
結
果
が
現
賞
に
京
地
制
的
効
回
引
砂
一
仲
つ
七
ね
る
も

の
で
あ
っ
て
も
、
枇
曾
経
済
的
立
揚
か
ら
見
る
揚
合
、
持
働
者

の
職
業
と
同
じ
く
、
管
利
的
活
動
以
外
の
何
者
で
も
あ
り
得
友

い
の
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
に
基
い
て
、
自
由
業
を
替
利
行
震

で
な
い
と
言
ふ
宮
田
口
口
の
見
解
に
除
、
賛
成
す
る
事
が
出
来
友

ν、。
私
は
、
近
代
的
資
本
主
義
制
の
下
に
於
て
は
、
職
業
の
成
立

要
件
と
し
て
替
利
的
要
素
は
不
可
般
の
も
の
で
あ
る
事
を
遁
ぺ

た
が
、
し
か
し
、
と
れ
に
基
い
て
凡
ゆ
る
替
利
行
震
は
職
業
で

あ
る
と
か
、
ま
た
職
業
は
即
ち
営
利
で
あ
る
と
か
速
断
し
て
は

な
ら
友
い
の
で
あ
る
。
何
故
た
ら
ぽ
替
利
行
震
は
必
ら
十
し
も

fur Sozialwissen-Mann， K.， BeTuf und Erwerb (KolneT Viertdjahrshefte 
schaft四 2.Jahrg・4・Hen.'922. S. 49・)・
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駿
業
で
は
た
い
か
ら
で
あ
る
。
職
業
は
欝
利
行
矯
で
あ
る
と
同

時
に
、
生
活
源
た
り
得
る
も
の
で
友
け
れ
ば
友
ら
た
い
か
ら
、

管
利
行
筋
で
あ
ワ
で
も
、
そ
れ
が
一
時
的
、
瞬
間
的
の
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

一
時
的
管
利
行
震
は
、

一
時
的
利
得
を

引
き
出
す
事
が
出
来
る
が
、
之
を
以
っ
て
到
底
生
活
源
と
す
芯

事
が
出
来
友
い
か
ら
で
あ
る
@
官
吏
が
一
時
的
に
相
揚
に
手
を

出
し
て
も
、
そ
れ
を
職
業
と
見
る
事
が
出
来
訟
い
。
替
利
行
儀

が
職
業
た
り
得
る
矯
め
に
は
、
大
友
る
時
間
的
持
続
性
を
有
つ

℃
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
同
。
こ
h

に
於

τ、
富
p
k
l
ー
は
」
職
業

を
、
「
今
日
、
事
賃
上
の
営
利
が
職
業
の
基
準
と
た
っ
て
ゐ
る
が

決
し
て
一
時
的
、
瞬
間
的
替
利
で
は
左
〈
、

一
の
祉
曾
的
周
知

名
穏
を
有
す
る
祉
曾
的
確
定
性
に
於
け
る
替
利
で
あ
る
。
」
ム
」
一
一
一
一
ロ

ひ
、
ま
た
富
国
=
四
円
は
、
「
個
人
が
図
民
に
経
済
的
、
精
神
的
及
び

共
の
他
の
債
値
を
寄
奥
し
、
そ
し
て
規
則
的
に
利
得
を
受
け
る

個
人
の
鱗
調
的
行
震
で
あ
る
。
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
縦

横
的
行
震
は
必
ら
や
し
も
時
間
的
に
蓮
寵
し
て
ゐ
る
行
震
で
は

注
い
。
著
遁
業
者
、
愛
明
家
、
農
夫
等
の
業
務
は
、
決
し
て
時

閥
的
に
連
槙
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
友
く
し
て
、
大
慢
に
於
て
、

職

業

と

替

利

間
敏
的
で
あ
る
が
、
之
を
繰
り
返
し
て
矯
詰
ん
と
す
る
目
的
意

識
を
有
っ
て
ゐ
る
以
上
、
之
も
亦
職
業
た
る
事
を
妨
げ
・
な
い
の

で
あ
る
。

一
八
四
九
年
の
潤
鶏
憲
法
は
「
各
人
は
職
業
を
選
揮
し
、
其

の
欲
す
る
所
で
、
共
の
欲
す
る
方
法
で
、

と
の
職
業
に
従
事
す

る
自
由
を
有
す
。
」
と
規
定
し
、
慢
性
、
身
分
、
宗
波
、
園
籍
、

市
民
機
等
は
、
最
早
や
商
業
、
農
業
、

工
業
等
の
各
職
業
に
劉

し
て
何
等
の
特
典
を
も
有
せ
や
、
同
州
護
士
、
皆
阿
並
に
宮
市
皮
肉

る
事
も
、
多
〈
の
桓
桔
か
ら
自
由
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
我

図
の
憲
法
に
は
か
L
る
特
別
の
規
定
は
な
い
ゃ
う
で
あ
る
が
、

今
日
清
吾
々
は
何
人
も
職
業
の
自
由
を
有
す
る
事
を
疑
は
な
い

で
あ
ら
う
。
勿
論
、
「
自
由
」
と
は
何
か
?
と
言
ふ
問
題
を
明
確

に
規
定
す
る
事
は
困
難
で
あ
っ
て
、
其
の
解
襟
も
一
致
し
て
ゐ

放
い
が
、
只
だ
之
を
消
極
的
に
解
樺
し
て
、
極
桔
叉
ほ
障
碍
の

存
せ
ぢ
る
事
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
事
賃
上
、
或

る
職
業
は
凡
で
の
園
民
に
針
し
て
之
を
禁
止
し
、
ま
た
或
る
職

業
は
特
定
の
僚
件
の
下
に
於
て
の
み
之
を
認
め
て
ゐ
る
か
ら
、

持
績
性
を
有
す
る
替
利
行
震
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
凡
で
職
業

第
三
十
五
巻
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七
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職
業
と
比
百
利

た
り
得
る
も
白
で
は
な
い
。
そ
と
で
さ
r
E
2
は
、
職
業
を
「
虞

耳
目
な
る
、
持
続
的
な
る
、
そ
し
て
管
利
的
た
る
人
聞
の
行
震
」

で
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
ゐ
る
。
我
園
の
国
勢
調
査
に

際
し
て
.
「
金
借
業
一
と
一
言
ふ
申
告
を
な
し
た
者
が
あ
っ
た
が
、

か
L
る
不
買
面
目
な
職
業
は
一
般
に
認
め
難
く
、
ま
た
不
箕
面

日
な
峨
業
は
、
多
く
の
場
合
、
法
律
の
禁
止
す
る
所
で
あ
る
。

し
か
し
庭
問
周
な
る
職
業
で
も
法
律
上
認
め
ら
れ
た
い
も
の
も

あ
り
.
之
と
↑
か
釦

K
.
一
杭
曾
道
徳
的
比
繍
斥
す
可
き
不
買
面
白

な
る
職
業
で
も
、
法
律
上
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、

寧
ろ
職
業
を
以
っ
て
、
法
律
上
認
め
ら
れ
、
持
続
的
に
し
て
且

つ
替
利
的
た
る
人
聞
の
行
震
で
あ
る
と
規
定
す
る
方
が
一
居
趨

切
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。

職
業
に
封
ず
る
法
律
的
制
限
は
、
時
と
所
と
に
よ
っ
て
大
い

に
差
異
が
あ
っ
て
、
普
遍
性
を
快
い
で
は
ゐ
る
が
、
問
題
と
な

る
職
業
に
つ
い
て
、
大
健
の
考
察
を
し
て
見
度
い
。
先
づ
第
一

に
、
何
れ
の
園
に
於
て
も
、
窃
路
、
乞
食
の
如
き
は
職
業
と
し

て
之
を
認
め
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
ま
た
、
普
通
に
は
、
買

淫
の
如
き
も
職
業
た
り
得
友
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
我
図
の
如

第
三
十
五
巻

五
i¥. 

第
四
披

i¥. 

き
公
娼
制
度
の
存
す
る
所
で
は
、
公
然
の
費
淫
婦
で
あ
る
会
娼

一
職
業
と
し
て
、
岡
勢
調
夜
に
は
取
扱
は
れ
、
職
業
分
類

は一
九

O
官
料
理
底
、
飲
実
応
、
席
貸
業
の
項
目
中
に
編
入
さ
れ

て
ゐ
る
。
ま
た
捕
逸
に
於
て
も
、

一
九

O
七
年
の
峨
業
調
査
に

於
て
は
ヲ
E
A
S
E主
各
自
を
職
業
と
し
て
調
査
し
て
ゐ
民
。

突
に
我
随
の
法
律
で
は
賭
博
社
禁
止
し
こ
ゐ
る
か
ら
、
賭
博
常

習
者
は
そ
れ
を
以
っ
て
一
職
業
と
す
る
事
は
出
来
校
い
が
町
モ

ン
テ
・
カ
ル
ロ
の
如
き
、
園
立
の
購
博
担
額
の
設
置
せ
ら
れ
て
ゐ

る
所
で
は
、
賭
博
に
闘
係
あ
る
種
々
怠
る
職
業
が
認
め
ら
れ
得

る
誇
で
あ
る
。
ま
た
我
固
に
は
、
政
策
と
し
て
の
共
産
擦
は
未

だ
認
め
ら
れ
て
ゐ
訟
い
か
ら
、
共
産
讃
員
と
し
て
の
各
種
の
峨

業
も
存
在
し
得
な
い
が
、
政
黛
と
し
て
共
産
簾
の
認
め
ら
れ
て

ゐ
る
園
に
在
つ
て
は
、
共
産
策
員
と
し
て
の
各
種
の
職
業
が
存

在
し
得
る
誇
で
あ
る
。

次
に
何
人
が
共
の
職
業
を
濯
揮
し
で
も
い
L
が
、
申
告
、
許

可
、
認
可
、
元
許
、
事
項
的
・
人
身
的
保
鐙
及
び
能
力
試
験
を

前
提
と
し
て
の
従
事
し
得
る
或
る
種
類
の
職
業
が
あ
る
。
と
れ

は
峨
業
が
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
ゆ
友
〈
し
て
、
共
の

。
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職
業
に
従
事
す
る
揚
合
、

一
定
の
僚
件
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
と
の
一
定
の
僚
件
を
具
備
し
友
い
揚
合
、
そ
れ

が
、
法
律
上
、
職
業
た
る
資
絡
を
停
止
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
ミ
る

桂
律
的
制
限
が
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
根
本
理
由
は
、
或
る
程
度

ま
で
?
か
L
る
醜
業
の
供
給
過
剰
並
に
競
争
を
防
止
し
、
或
は

職
業
責
任
。
改
善
を
促
進
す
る
目
的
に
外
な
ら
友
乍

I!g 

私
は
職
業
成
立
の
要
件
と
し
て
、
組
国
利
以
外
、
各
種
の
要
議

t
E
F
t
-
、

3
一
宮
走

ι
w
d
f
dん

ヒ
L
K
職
業
成
誌
の
要
件
と
し
て
回

必
ら
4
7
し

も
晶
画
利
的
要
素
を
必
要
と
し
な
い
と
言
ふ
意
見
の
あ
る
事
を
注

意
し
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
邸
ち

P
Z凶
引
は
、
職
業
調
査
に
於

け
る
職
業
の
概
念
を
決
定
す
る
揚
合
、
替
利
が
重
要
注
る
要
素

を
な
し
て
ゐ
る
事
を
必
ら
守
否
定
し
て
ゐ
る
の
で
は
た
い
が
、

「
最
狭
義
の
職
業
と
は
職
業
の
途
行
が
替
利
目
的
に
遁
合
す
る

や
否
や
を
考
慮
せ
や
に
、
人
聞
が
職
業
と
す
る
業
務
で
あ
る
。
」

と
述
べ
、

∞』】山

g
a
は
生
計
の
矯
め
に
は
玉
磨
き
を
業
務
と
し

た
が
、
彼
の
職
業
は
普
事
者
で
あ
っ
た
寅
例
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

言
ふ
迄
も
友
〈
、
∞
立

ENH
の
揚
合
に
在
っ
て
は
、
自
己
の
精

職

業

主

轡

利

カ
を
傾
倒
し
て
ゐ
る
業
務
を
無
視
し
て
、
只
だ
生
計
の
手
段
に

過
ぎ
た
い
玉
磨
き
を
職
業
と
見
る
事
は
寅
情
に
疎
い
と
考
へ
ら

れ
る
が
、
今
日
の
一
枇
曾
で
は
、
生
活
源
の
綿
て
叉
は
共
の
大
部

分
を
獲
得
し
得
る
業
務
を
本
業
と
得
す
る
の
で
あ
っ
て
、
社
曾

経
済
的
立
揚
か
ら
見
て
、
利
得
を
収
め
ざ
る
、
或
は
牧
め
得
ま

る
以
上
、
如
何
に
精
力
を
傾
倒
し
、
ま
た
如
何
に
技
巧
の
護
達

せ
る
仕
事
で
も
、
之
を
職
業
と
は
見
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ば

素
人
が
、
弱
震
師
以
上
に
穏
由
民
の
技
巧
に
長
じ
て
わ
て
も
、
仙
悦

は
情
局
員
師
で
は
友
く
・
彼
の
仕
事
は
道
楽
に
過
ぎ
左
い
の
で
あ

る。

一
見
枇
曾
生
活
の
賓
情
に
適
合
し
泣
い
や
う
に
考
へ
ら
れ

る
帽
朝
合
も
た
い
で
は
な
い
が
、
職
業
調
査
の
同
的
は
経
済
的
人

ロ
の
様
成
を
統
計
的
に
把
握
す
る
に
あ
る
か
ら
、

一
業
務
に
謝

ナ
る
熱
心
の
程
度
叉
は
技
巧
の
程
度
を
問
題
と
し
な
い
で
、
専

ら
共
の
業
務
と
替
利
と
の
関
係
を
問
題
と
す
る
も
の
・
な
の
で
あ

る。
突
に
、
既
に
蓮
ぺ
た
る
職
業
の
概
念
に
照
し
て
、
濁
遜
の
家

婦
組
合
(
出
回
日
田
『
3
5
5持
P
E
S
Z
S
)
は
、
家
婦
の
行
震
は
職
業

で
あ
る
か
ら
、
職
業
調
査
に
於
て
‘
家
姉
の
行
震
を
職
業
と

L

第
三
十
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巻

五
八

第
四
就

ゴb

Lotmar， Ph.， a. a. 0.， S目 22.

Furst， G.， a. a. 0.， S. 3・

17) 
18} 



職
業
と
岨
百
利

て
調
査
さ
れ
ん
事
を
希
望
し
た
事
が
あ
っ
た
。

ば
、
家
婦
の
行
震
は
職
業
た
る
資
格
を
備
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は

一
般
的
に
言
へ

箕
面
目
で
あ
り
、
雑
務
的
で
あ
り
、
且
つ
営
利
的
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
家
婦
は
其
の
行
儀
に
劃
し
て
何
等
の
金
銭
的
支
携
を

も
受
け
て
ゐ
た
い
け
れ

E
も
、
共
の
針
債
と
し
て
無
料
で
住
居
、

食
料
、
衣
類
等
を
受
け
て
ゐ
る
。
依
り
に
家
婦
が
ゐ
た
い
と
し

た
取
ら
ぽ
、
北
九
の
仕
事
ほ
家
政
婦
の
手
に
土
っ
て
庭
現
さ
れ
、

そ
し
て
そ
れ
に
は
和
首
の
針
僚
が
支
柳
は
れ
る
の
で
あ
づ
て
切

家
政
婦
は
立
汲
在
職
業
で
あ
る
事
は
何
人
も
之
を
否
定
出
来
た

当一

=rE
は
家
婦
も
亦

い
で
あ
ら
う
。

乙
の
理
由
に
基
い
て
、

一
職
業
で
あ
る
と
言
び
、
「
職
業
と
営
利
と
は
符
接
な
る
開
係
が

あ
る
が
、
職
業
の
概
念
に
は
必
ら
や
し
も
報
酬
を
嬰
件
と
し
な

い
。
」
と
漣
ぺ
て
ゐ
る
。
然
る
に

H
h
o
E
R
は
、
「
家
婦
は
、
多
く

の
担
額
合
、
重
要
た
る
生
活
職
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
事
を
拒
む
も

の
で
は
た
い
。
し
か
し
棄
の
こ
の
『
自
然
的
』
職
業
は
、

ヨ
1
6

ロ

ツ
パ
の
慣
習
に
従
っ
て
、
普
遍
、
結
婚
保
件
で
あ
る
と
言
ふ
事

か
ら
、
他
の
職
業
と
は
大
い
に
相
違
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
妻

自
身
は
、
妻
た
ら
ん
と
す
る
揚
合
、
取
り
も
直
さ
や
J

と
の
『
自
然
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的
』
職
業
の
み
を
選
ぴ
、
そ
れ
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
諮

ぺ
て
、
家
婦
も
職
業
と
一
一
一
口
へ
ば
職
業
で
あ
る
が
、
他
の
職
業
と

は
大
い
に
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
耽
酬
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。
ま

た
家
政
は
、
主
と
し
て
家
婦
の
指
首
す
る
任
務
で
は
あ
る
が
、

共
の
限
界
は
動
揺
性
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
財
産
の
鹿
迎
、

る ヨユ
Lf 女l

との
と教
.tr:育
N 、
5・他

ぷ22)士
指の
摘安
し際
、に;

夏は
，1<:: 夫
，~も
E 亦:
品 2:;)之
はに
猪干
身興
のし
男て
子. d;;1 

は
「
往
々
に
し
て
食
事
白
決
四
位
、
衣
類
等
に
闘
し
.
家
婦
の
筑

す
可
き
仕
事
を
果
し
て
ゐ
る
揚
合
も
あ
る
事
を
泉
げ
て
、
家
婦

の
銭
す
可
き
家
政
の
範
園
を
決
定
す
る
事
の
困
難
で
あ
る
事
並

に
家
政
は
必
ら
宇
し
も
家
婦
に
限
ら
れ
た
る
仕
事
で
た
い
事
を

説
明
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、

一
九
二

O
年
の
才

l
ス
ト
リ
ア
の

岡
勢
調
査
に
於
て
は
、
家
婦
を
職
業
と
し
て
調
査
し
た
が
、

九
二
三
年
に
は
、
才

l
ス
ト
リ
7
に
於
て
も
と
の
調
査
を
断
念

し
、
ま
た
爾
絵
の
諸
国
に
於
て
も
、
家
婦
を
職
業
と
し
て
調
査

し
て
ゐ
友
い
の
は
、
婦
人
特
に
家
婦
が
、
家
政
以
外
の
本
来
の

替
利
行
鋳
を
調
査
す
る
に
営
っ
て
、
家
政
を
も
職
業
と
し
て
調

査
す
る
事
に
よ
っ
て
、
調
査
結
某
の
混
乱
を
招
く
危
険
が
多
い

}i'urst， G.， a. a. 0.， S. 6. 
Winkler， W.， ner Hausfrouenberuf in der St日tistik，A'rtikel 田 neuen¥¥"1 ener 
Ab四 dblatt.Nr.ロ.des 631 J ahrg. ¥'Om 12. 1. 1929-S. 5 
Lotmar， Ph.， a. a. 0.， S. 4-5 
Zahn， F.， a. a. 0.， S. 530. 
Furst， G'J a. a. 0.， S.， 7・

19) 
20) 

21) 
22) 

23) 



カる
ら
で
あ
る25)

夏
に
職
業
に
従
事
せ
ん
と
す
る
意
志
あ
る
に
拘
ら
や
J

、
疾
病

或
は
一
時
的
失
業
に
よ
っ
て
、
調
査
の
嘗
目
、
事
賓
上
、
職
業

に
従
事
し
て
ゐ
な
い
者
を
、
替
利
行
団
刷
者
v
E
見
る
可
き
か
否
か

に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
言
ふ
迄
も
な
ぐ
、

ζ

れ
等
の
一
時

的
失
業
者
の
内
に
は
、
再
び
経
済
生
活
に
於
け
る
一
一
地
位
を
見

出
す
者
も
少
た
〈
佐
い
が
、
し
か
し
ま
た
楼
利
生
活
か
ら
全
く

離
脱
し
て
仕
舞
ふ
者
も
少
な
く
た
い
で
あ
ら
う
。

と
の
央
業
者

の
内
で
、
誰
が
再
び
替
利
生
活
に
玄
ち
蹄
る
事
が
出
来
、
誰
が

管
利
生
活
か
ら
離
脱
し
去
る
か
は
、
世
帯
票
に
記
入
せ
る
所
か

ら
推
知
す
る
事
は
出
来
難
同
。
厳
密
た
る
意
味
に
於
て
は
、
失

業
者
は
既
に
生
活
源
を
獲
得
す
る
替
利
行
震
を
中
絶
し
て
ゐ
る

者
で
あ
る
が
、
多
く
の
固
に
於
て
は
、
職
業
を
調
査
す
る
揚
合
、

失
業
者
に
つ
い
て
は
、
彼
等
が
最
近
に
従
事
せ
る
職
業
を
調
査

し
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
理
論
上
、
正
賞
で
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
疑
問
の
徐
地
が
十
分
に
あ
る
と
忠
は
れ
る
。

上
述
せ
る
所
は
、
専
ら
本
業
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
本
業

に
よ
る
生
活
源
と
し
て
の
利
得
を
補
充
す
る
目
的
を
以
っ
て
、

職

業

と

替

剥

本
業
者
並
に
本
業
者
に
扶
養
せ
ら
れ
る
家
族
員
の
従
事
す
る
副

業
も
亦
替
利
行
潟
た
る
性
質
を
失
ふ
も
の
で
友
い
が
、
と
の
難

は
、
別
の
機
舎
に
、
刷
業
に
関
す
る
考
察
を
行
ふ
場
合
に
論
じ

て
見
度
い
。

既
に
遁
べ
た
る
職
業
の
概
念
に
照
し
て
、
人
口
ば
有
業
人
口

と
無
業
人
口
と
に
分
れ
る
。

そ
し
て
何
等
の
業
務

κも
従
事
せ

や
し
て

h

有
業
者
百
人
は
無
業
潤
立
者
忙
挟
義
ぜ
ら
れ
る
無
業
の

家
族
員
は
、
普
通
、
挽
養
者
の
属
す
る
職
業
中
に
表
示
せ
ら
れ

る
か
ら
、
職
業
統
計
表
中
に
、
濁
立
に
無
職
業
と
し
て
表
示
さ

れ
る
も
の
に
は
、
無
職
業
に
し
て
収
入
に
依
る
生
活
者
(
小
作

料
に
依
る
者
、
地
代
、
家
賃
、
有
償
詮
朱
の
収
入
に
依
る
者
、

思
給
、
年
金
、
共
の
他
の
牧
入
に
依
る
者
)
の
外
に
、
準
世
帯

に
在
る
県
生
、
生
徒
、
精
一
川
病
院
、
感
化
院
、
慈
善
病
院
等
に

在
る
者
、
官
会
叉
は
慈
善
闇
瞳
等
の
救
助
を
受
〈
る
者
、
在
監

人
、
其
の
他
の
無
職
者
が
包
含
さ
れ
る
事
と
在
る
。
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